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 （旧制　県立武生中学校）

 （旧制　県立武生高等女学校）

 （旧制　町立武生高等女学校）

 （福井県立武生高等学校）

明治３１年３月１日
明治３２年４月１日
明治３４年６月１２日

明治３９年６月９日
大正２年２月２７日
大正９年３月１０日
大正１２年４月１日

昭和１６年４月２１日
昭和１８年４月１日

昭和２３年４月１日

昭和３０年４月１日
昭和３４年４月１日

昭和３５年１１月１日
昭和３８年５月８日
昭和４０年４月１日

昭和４０年４月１日
昭和４０年５月３０日
昭和４２年１０月３０日
昭和４３年１１月１日
昭和４４年４月１日
昭和４４年７月１９日
昭和５３年１１月１日
昭和５５年１２月２３日
昭和５７年１１月２４日
昭和５９年３月３１日
平成３年３月３１日

平成４年１月３１日
平成４年１０月３１日
平成５年３月２０日
平成５年１２月２７日
平成７年４月１日
平成１０年１１月１日
平成１０年１１月６日
平成１２年３月３１日
平成１５年２月１０日

平成１５年１０月３１日
平成１８年２月１４日
平成２０年４月９日

平成２５年４月１日

平成３０年４月１日

福井県立武生尋常中学校創設
福井県武生中学校と改称
福井県立武生中学校と改称

武生町立武生女子実業学校創設
武生町立実科高等女学校と改称
福井県武生高等女学校と改称
福井県立武生高等女学校と改称

武生町立実科高等女学校認可
福井県武生町立高等女学校と改称

学制改革により福井県立武生中学校、
福井県立武生高等女学校、福井県武生
町立高等女学校を統合し、福井県立武
生高等学校に改組し、普通・家庭・商
業・工業の４課程を設定
定時制（本校・池田分校・今庄分校
および粟田部分校）を併設
新校舎第１期工事完成、現在地に移転
工業課程は武生工業高等学校として
分離独立
新校舎工事完成、落成式挙行
プール開き挙行
武生商業高等学校新設に伴い商業科
募集停止
定時制池田分校は全日制池田分校となる
第二体育館落成式挙行
生徒指導実験学校研究発表会を行う
創立７０周年記念式を行う
理数科設置
創立７０周年記念館落成式
創立８０周年記念式を行う
普通教棟改築、鉄筋校舎完成
特別教棟改築、鉄筋校舎完成
音楽教棟完成
本館・第１体育館リフレッシュ工事、
正門並びにシンボル・ガーデン完成
定時制教棟改築着工
定時制教棟完成
弓道場完成
第２体育館リフレッシュ工事完成
定時制課程単位制設置
創立１００周年記念式を行う
葵講堂完成
生徒会館（記念会館）リフレッシュ工事完成
第１教棟耐震補強工事完成、第１体育館
改築着工
第１体育館完成
第２体育館完成
平成２０～２４年度、文部科学省からスーパー
サイエンスハイスクールの指定を受ける
平成２５～２９年度、文部科学省からスーパー
サイエンスハイスクールの指定を受ける
平成３０～３４年度、文部科学省からスーパー
サイエンスハイスクールの認定を受ける

福井県立武生高等学校

（昭２３）

（昭２２）

（大１２）

（昭１６）

（大２）

（明３９）

（明３４）

（昭１８）

（明３１）

（大９）

（明３２）



座席表 １.  数字は卒業年を表します。

２.  一応の目安で設定してありますので、空席に譲り合ってお座り下さい。

ス  テ  ー  ジ
バン

ド

ステ
ージ

司 会

竹

役員

松

来賓・役員

梅

役員・教職員

福

役員

祝 翁 寿

３０ 年代３０ 年代５６ 年

錦 賀

高女・旧制中
～３０ 年代

高女・旧制中
～３０ 年代

宝

５６ 年

慶

５６ 年

喜

４０年～５４年

豊

４０年～５４年

幸

４０年～５４年

誠

５６ 年

義

５６ 年

華

４０年～５４年

和

４０年～５４年

孝

４０年～５４年

祥

５６ 年

貴

５６ 年

光

４０年～５４年

清

５５ 年

翼

５５ 年

聖

５６ 年（予約席）

雅

５６ 年

栄

５７ 年

希

５７ 年

扇

５７ 年

橘

５６ 年

桂

５６ 年

榊

５８年～平成２年

桧

５８年～平成２年

葵

５８年～平成２年

金

５６ 年

藤

５６ 年

萩

平成３年～

菫

平成３年～

銀

平成３年～
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　新緑の候、武生高等学校同窓会の皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。　

本日は、平成３０年度同窓会総会のご案内を申し上げましたところ、ご多忙の中多数の皆様のご出席を賜

り厚くお礼申し上げます。

　また、本年度の総会開催にあたりましては、実行委員長 吉村 文男様をはじめ昭和５６年卒業の方々を

中心に関係各位のご尽力をいただいておりますことに深く感謝申し上げます。

　２月に入り、嶺北地方は昭和５６年以来３７年ぶりの大雪になり、越前市では積雪量が１３０㎝を超えま

した。国道８号線では車１,５００台が立ち往生し３日間も通行止めとなる等、県内至る所で大混乱が生じま

した。通勤、通学にも大きな影響を与え、大学入試日と重なったことで、大変ご苦労やご心配をされた方

も多かったのではないでしょうか。

　今、県では将来の生徒数減少に鑑みて、丹南地区高校の再編整備にのり出しています。適正な規模を確

保して、生徒たちが切磋琢磨しながら成長できる環境を整えるために、武生高等学校には、『探究科』が

新たに設置されるとなっていますが、進学校としてより充実している環境を作り上げていきたいと願って

います。

　さて、昨年 PTA と共同で各教室にプロジェクターを設置致しました。すでに活用されていますが、今

後とも生徒の学力向上に役立ってほしいと思います。各支部の活動状況としては、９月に石川県支部で第

３８回、１０月には関西支部で第１３回総会が開催され、校友の親睦を深めて頂きました。武生高等女学校

同窓会である松柳会は、８月に開かれた第５０回総会をもって長い歴史に幕を降ろされました。会員皆様

の熟慮の決断だと思いますが、寂しい気持ちです。

　同窓会は会員の憩いの場として、各事業活動を通じて、母校の存在価値を高めていきたいと考えていま

すので、今後とも皆様のご協力を賜ります様よろしくお願い申し上げます。

　武生高等学校は今年創立１２０周年を迎えます。特別な記念行事等は行われないと聞いていますが、

１２０年という永きにわたって受け継がれた伝統と歴史を今一度振り返ってみて頂きたいと思います。

　最後になりましたが、母校武生高等学校の限りないご発展と、同窓会会員皆様のますますのご健勝とご

活躍をお祈り申し上げましてご挨拶とさせていただきます。

ご　 挨　 拶

同窓会会長 三田村　俊　文

－４－



　本日、平成３０年度武生高等学校同窓会総会が盛大に開催されますことを、心からお祝い申し上げます。

日ごろは三田村俊文会長様をはじめ、役員・理事の方々、同窓会員の皆様方には、本校教育推進のために

多大なるご支援、ご配慮を賜り厚くお礼を申し上げます。本校は、今年で創立１２０年を迎えます。この

全国屈指の名門校の卒業生の皆様が、地元はもとより全国各地において、社会のあらゆる分野でリーダー

シップを発揮し活躍されていることを、心から誇りに思っています。

　昨年度は、同窓会の方々から多大なご理解とご支援を賜り、すべての普通教室にプロジェクターを設置

することができました。この整備により、教員が黒板に文字や図表を短縮できるだけでなく、ＤＶＤや動

画教材を視聴することもできるようになりました。また、黒板に投影した映像にチョークで説明を書き込

んだり、英作文を添削したりするような多様な指導が可能になったばかりでなく、生徒が授業や課題解決

型の学習でまとめたことをプレゼンテーションすることもできるようになり、授業改善が進められている

ところです。３月に告示されました新しい学習指導要領では、何を学ぶかに加えて、どのように学ぶかと

いう主体的・対話的で深い学びにも重点を置いているところであり、この点においても、このたびの学習

環境整備は大きく寄与するものであると信じております。これからも、本校の教育内容が充実し、卒業生

や在校生の皆様方が、本校への自信と誇りを持っていただけますよう、教職員も心を一つにして、本校の

発展に力を尽くしていく覚悟でございます。

　さて、本校の現状について、申し上げます。現在、全日制には９６０名、定時制には１５６名、池田分校

には２５名の合計１１４１名が在籍しています。池田分校は、本年度、創立７０周年を迎えますが、今春から

新入生の募集を停止し、平成３２年度末には閉校する予定です。生徒数の減少に伴い、部活動も２つの運

動部と２つの文化部に限られていますが、中高連携を図りながら、地域の環境美化活動などにも取り組ん

でいます。

　また、定時制は、昨年度から夜間部の募集を停止し、昼間部への移行を進めているところです。定時制

には、多様な生徒達が入学しています。子どもたちと丁寧に関わることに重点を置き、個々の生徒の理解

度を確認しながら、わかりやすく興味のある授業、コミュニケーションスキルを高め、社会性を育成する

ことを目指して教育活動に取り組んでいます。

　全日制は、平成２０年度から１０年間にわたって取り組んできたＳＳＨ（スパー・サイエンス・ハイスクー

ル）の研究成果が認められ、本年度からさらに５年間の指定を受けて、「アントレプレナースピリット（豊

かな創造性、独創性を持ち、社会に積極的に働きかけようとする精神）を持ち、未来のイノベーション創

出を狙い、地域をリードし、国際社会に貢献できる科学技術系人材の育成」を目指して取り組んでいます。

課題解決型の探求的な学びを推進する授業改善の成果が、進学実績にも表れていて、平成２９年度は、東

京大学を受験した３名全員が合格したことをはじめ、難関１０大学・医学科の合格者数が前年度より４名

増えて３８名となり、国公立大学全体でも、前年度に比べて５名増えて、２４６名の合格を出すことができ

ました。部活動では、ソフトテニスやフェンシング部が国体を目指してチームの強化を図り、文化部では

吹奏楽やかるたなど多くの部活動が、全国の大会を目指して活動しています。

　最後になりますが、本年度総会のお世話をいただきました昭和５６年卒業の皆様のご尽力に対しまして、

心から敬意を表しますとともに、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。同総会の

ますますのご発展と、会員の皆様方のご健勝、ご多幸をお祈りしまして、ご挨拶とさせていただきます。

ご　 挨　 拶

学　校　長 田　中　宏　明

－４－ －５－



平成３０年度　武生高等学校同窓会総会日程

１４：００～１４：４０

１　開会のことば　　　実行委員長　  吉　村　文　男

２　物故者に対する黙とう

３　同窓会会長挨拶　　 三田村　俊　文　氏

４　学 校 長 挨 拶　　　田　中　宏　明　氏

５　議　　　　事

　　　 （１）平成２９年度事業報告

　　　 （２）平成２９年度決算報告

　　　　　　平成２９年度会計監査報告

　　　 （３）役員改選

　　　 （４）平成３０年度事業計画案審議

　　　 （５）平成３０年度事業予算案審議

　　　 （６）その他

６　報  告  事  項

　　　 （１）支部報告

７　閉会のことば　　　副実行委員長　　 佐　野　慎　治

（於：３階　平安の間）総　　　  会

－６－



－６－ －７－

１５：００～１５：５０

１　実行委員長挨拶　　 　  実行委員長　　吉　村　文　男

２　同窓会代表挨拶　　　   副　会　長　　上　木　義　晴　氏

３　乾　　　　　 杯　　　   副　会　長　　田　中　大　成　氏

４　歓　　　　　 談

　　　アトラクション　　　◆フラダンス

           　　　　　　　　　 　　Kunie Kahea O Na Lani Hula Studio

　　　　　　　　　　　　　◆バンド演奏

　　　　　　　　　　　　　　　今　立　長　寿　会

５　万　歳　三　唱　　　   副　会　長　　  山　本　宣　子　氏

６　謝　　　　　 辞　　　   副実行委員長　 　 田　畑　雅　人

（於：３階　平安の間）

（於：３階　鳳凰の間）

　　　「 傾向と対策　越前和紙完全攻略 」

特別講演

１６：０５～１７：４０

パーティー・懇親会

　　　　　　　　　　　　　 株式会社　杉原商店
　　　　　　　　　 　　 代表取締役　杉　原　吉　直　氏（昭和５６年卒業）



平成２９年度  事業経過報告

会計監査
      ４月１３日（木）　武生高等学校応接室
 
第１回　役員会・理事会
　　４月２１日（金）　ホテルクラウンヒルズ武生
　　　　（１）平成２８年度事業報告
　　　　（２）平成２８年度決算報告・会計監査報告
　　　　（３）平成２９年度事業計画案
　　　　（４）平成２９年度予算案
　　　　（５）その他　母校支援について
　　懇親会

同窓生講演会
　　５月２６日（金）　武生高校葵講堂ホール　　対象生徒：２年生　　
　　　　　演題「大学を出てからも勉強」
　　　　　講師　田中　良幸　氏　（昭和５５年卒）

平成２９年度　総会
　　５月２７日（土）　ホテルクラウンヒルズ武生　　
　　　　（１）平成２８年度事業報告
　　　　（２）平成２８年度決算報告・会計監査報告
　　　　（３）平成２９年度事業計画案
　　　　（４）平成２９年度予算案
　　　　（５）その他　母校支援について
　　特別講演
　　　　 演題「子どもの睡眠障害医療の最前線から
　　　　　　　　　　　　　～不登校への医学からのアプローチ～」
　　　　講師　　兵庫県立リハビリテーション中央病院
　　　　　　　　子どもの睡眠と発達医療センター　副センター長
　　　　　　　　中井　昭夫　氏　（昭和５５年卒）
　　パーティー・懇親会

総会実行委員会引き継ぎ会
　　７月２１日（金）
　　　　　　　参加者　平成２９年度実行委員
　　　　　　　　　　　平成３０年度実行委員

－８－



第５０回　松柳会総会
　　８月　１日（月）　ホテル　クラウンヒルズ武生
　　　　（１）平成２８年度事業経過報告
　　　　（２）平成２８年度会計報告
　　　　（３）平成２８年度監査報告
　　　　（４）平成２９年度事業計画
　　　　（５）平成２９年度予算案
　　　　（６）会誌「松柳」経過報告
　　　　（７）米寿お祝い
　　懇親会
　　　　　金剛院住職　諏訪　方丈　氏

第３８回　石川県支部総会
　　９月２３日（土）　金沢ニューグランドホテル
　　　　（１）２０１７役員体制
　　　　（２）石川県支部の活動報告
　　　　（３）会計報告
　　講演
　　　　　演題「国体・障スポの開催について」
　　　　　講師　國久　敏弘　氏
　　懇親会

第１３回　関西支部総会
　　１０月１４日（日）　大阪市国際交流センター
　　　　（１）活動、会計報告、監査報告
　　　　（２）役員改選
　　講演　演題「逍遥園　襖の下張り」
　　　　　講師　（株）サイエンスクラフト　代表取締役　井上　和治　氏
　　懇親会

第２回　役員会・理事会
　　１０月２７日（金）　武生商工会議所
　　　　（１）平成２９年度事業経過中間報告
　　　　（２）平成２９年度会計中間報告
　　懇親会

　　平成３０年２月２７日（火）　同窓会報　発行
　　　　　　　３月　１日（木）　本校全日制卒業式（同窓会入会）
　　　　　　　　　　１日（木）　定時制卒業式　  　（同窓会入会）
　　　　　　　　　　２日（金）　池田分校卒業式　  （同窓会入会）

－８－ －９－



平成２９年度　武生高等学校同窓会会計　収支決算書
（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）

単位：円

単位：円

【　収　　 入　】

平成 ２９ 年度　収入合計

平成 ２９ 年度　支出合計

平成 ３０ 年度への繰越金

会計収支監査の結果、諸帳簿及び証拠書類等は、適正に処理されていることを認めます

平成３０年４月１１日

監 事 三 村　昌 之

監 事 森 上　節 子

一　　　般　　　会　　　計
特　　　別　　　会　　　計

普 通 預 金
定 期 預 金

同　窓　会　会　報　会　計

　　　　合　　　計

903,211
16,210,640
1,277,058
18,390,909

同窓会資産

一般会計

１,８７５,３１９ 円

９７２,１０８ 円

９０３,２１１ 円

項　　 　　　目 ２９ 年度予算 ２９ 年度決算 比較増減 備　　　　　考
繰 越 金
入 会 金
雑 収 入
寄 付 金
合 計

306,314
1,122,000
4,686

1,433,000

306,314
1,104,000
15,005
450,000
1,875,319

0
△ 18,000
10,319
450,000
442,319

お酒代、預金利息

【　支　　 出　】

項　　 　　　目 ２９ 年度予算 ２９ 年度決算 比較増減 備　　　　　考
会 議 費
旅 費
消 耗 品 費
通 信 費
慶 弔 費
事 務 費
支 部 補 助 費
母 校 振 興 費
積 立 金
予 備 費
合 計

150,000
250,000
5,000

150,000
20,000
20,000
427,500
10,000

0
400,500
1,433,000

161,839
210,040

20
101,609

0
20,000
425,000
3,600
0

50,000
972,108

11,839
△ 39,960
△ 4,980
△ 48,391
△ 20,000

0
△ 2,500
△ 6,400

0
△ 350,500
△ 460,892

理事会(４月、１０月）

補助金用包み

香典、祝電

事務手当
関東・関西・松柳会10万、石川・東海5万、池田7,000、定時18,000

武高説明会諸費用

特別会計（定期預金）へ

記念会館補助

電話料、郵送料、インターネット利用料、HP年間管理料

旅費、懇親会等（関西、石川）、支部来福旅費

全日３１８，分校１４，定時制３６（１名３,０００円）
昨年度比較　全＋２、分△３、定△１４

－１０－



平成２９年度　武生高等学校同窓会 会報特別会計収支決算書
（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）

単位：円

収　入　の　部 金　額 備　考

　１,５００ 円× ３１８人

預金利息

４,９８４,７１６

４７７,０００

０

１７

５,４６１,７３３

前 年 度 繰 越 金

平成２９年度本校卒業生

新 規 購 読

雑 収 入

合　　計

支　出　の　部 金　額 備　考

２８４,１６１

４００,０００

３,５００,０００

５１４

４,１８４,６７５

１０５,４０８円

１７８,７５３円

国府印刷

サラト

特別会計（定期預金）へ

プロジェクター整備費

平成 ２９ 年度　収入合計

平成 ２９ 年度　支出合計

平成 ３０ 年度への繰越金

５,４６１,７３３ 円

４,１８４,６７５ 円

１,２７７,０５８ 円

《内訳》

普通預金

振替口座

１,１９２,８５６ 円

８４,２０２ 円

１,２７７,０５８ 円

会 報 発 行 費

積 立 金

教 育 設 備

残高証明発行手数料

合　　計

－１０－ －１１－



平成３０年度  事 業 計 画（案）

　  平成３０年

４月１１日（水）

４月２０日（金）

５月２５日（金）

５月２６日（土）

１０月１９日（金）

　  平成３０年

２月　下旬　　

３月　初旬　　

会計監査

第１回役員会、理事会、懇親会

同窓生講演会

平成３０年度　同窓会総会

第２回役員会、理事会、懇親会

同窓会報　発行

全日制卒業式（同窓会入会）

定時制卒業式（同窓会入会）

池田分校卒業式（同窓会入会）

（葵講堂会議室）

（ホテルクラウンヒルズ武生）

（本校葵講堂）

（ホテルクラウンヒルズ武生）

（武生商工会議所）

各支部総会

　　関東支部総会　　　６月１７日（日）　霞ヶ関ビル

　　石川県支部総会　　９月２９日（土）　金沢ニューグランドホテル

　　東海支部総会　　１１月１１日（日）　サイプレスガーデンホテル

－１２－



平成３０年度　武生高等学校同窓会会計　予  算  書 （案）
（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日）

単位：円【　収　　 入　】

※　款項目の流用は理事会にご一任ください

一般会計

項　　 　　　目 ３０ 年度予算 備　　考
繰 越 金
入 会 金
雑 収 入
合 計

９０３,２１１

１,１５８,０００
７８９

２,０６２,０００

前年度繰越金

全日３２２、分校１５、定時４９（１名３,０００円）

利息等

単位：円【　支　　 出　】

項　　 　　　目 ３０ 年度予算 備　　考
会 議 費
旅 費
消 耗 品 費
通 信 費
慶 弔 費
事 務 費
支 部 補 助 費
母 校 振 興 費
積 立 金
予 備 費
合 計

１５０,０００
３４０,０００
５,０００

２７０,０００
２０,０００
２０,０００
３３２,０００
１０,０００

０
９１５,０００
２,０６２,０００

理事会（４月、１０月）

関東・石川・東海支部総会、各支部来福旅費

事務用品等
電話料、郵送料、ＨＰ年間維持管理料、インターネット利用料

事務手当
関東・関西１０万、石川・東海５万　池田＠５００　定時＠５００

武生高校紹介用諸費用

特別会計（定期預金）へ　

記念会館補助等

－１２－ －１３－



役員改選について

平成３０年度武生高等学校同窓会　役員・理事一覧表

－１４－



－１４－ －１５－

武生高等学校同窓会会則

第１章　総　　　   則

第１条　本会は福井県立武生高等学校同窓会と称する。

第２条　本会の事務局は福井県立武生高等学校内に置く。

第３条　本会は地域あるいは職域ごとに支部を設けることが

できる。

第２章　目的及び事業

第４条　本会は会員相互の親睦をはかり、併せて母校の発展

に寄与することを目的とする。

第５条　本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

１．会員名簿及び会報の発行

２．母校の教育向上のための協力

３．その他前条の目的を達成するための事業

第３章　会　　　　員

第６条　本会の会員は正会員と特別会員の２種からなり、そ

れぞれに該当するものは下記のとおりである。

正 会 員　１．旧武生中学校の卒業生

２．旧武生高等女学校と旧町立武生高等

　　女学校の卒業生

３．旧武生高等学校併設中学校の卒業生

４．武生高等学校の卒業生

５． 前各項に掲げる学校に在学した者で、

　　本会の承認をえた者

特別会員　１．旧武生中学校の職員

２．旧武生高等女学校と旧町立武生高等

女学校の職員

３．旧武生高等学校併設中学校の職員

４．武生高等学校の旧職員及び現職員

第４章　役員及び顧問

第７条　本会に次の役員を置く。

１．会　　長　　　１名

２．副 会 長　　　５名

３．常任理事　　若干名

４．理　　事　　若干名

５．会　　計　　　１名

６．監　　事　　　２名

７．顧　　問　　若干名

第８条　役員の選任は次の通り行う。

１．会長、副会長は正会員の中から総会で選出する

２．常任理事は理事の中から卒業年次を考慮して選

び、また分校と定時制の理事を含めて会長が委

嘱する。

３．理事は卒業年次ごとに１～２名を会長が委嘱し、

　　また会長が特別に委嘱することもできる。

４．監事は理事の中から会長が委嘱する。

５．顧問は理事会、総会の承認を得て会長が委嘱す

る。ただし、武生高等学校長及び教頭は顧問に

就任する。

第９条　１．会長は本会を代表し、会務を統轄する。

２．副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時はそ

の職務を代行する。また会務（財務、総会、会

報、名簿など）に分担して参与する。

３．常任理事は会長、副会長を補佐して、事業の立

案や運営にあたる。

４．理事は本会の事業の立案や実行に参与する。

５．監事は会計及び資産状況を監査する。

６．顧問は会長の諮問に応じ、本会の運営に参与す

る。

第１０条　役員の任期は２年とする。ただし再任を妨げない　

第５章　会　　　　議

第１１条　本会の会議を分けて、総会、理事会、常任理事会と

し、いずれも会長がこれを招集する。

第１２条　総会は本会の最高決議機関で毎年１回開催する。ただ

し、会長が必要と認めたときは臨時に開くことが出来

る。司会は出席者の中から選ぶ。

第１３条　総会で審議する事項は、次の通りである。

１．会長、副会長の選出

２．常任理事・理事・会計及び監事・顧問の承認

３．決算及び会務・事業報告

４．予算案及び事業計画案

５．その他必要な事項

第１４条　議決は出席者の過半数の賛成を必要とする。

第１５条　理事会は会長が必要と認めたときに開催する。ただ

し理事総数の３分の１以上の出席者がいなければ成

立しない。理事会の審議事項は、次の通りである。

１．総会に付議すべき事項

２．その他の必要な事項

第６章　会計および資産

第１６条　本会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日

に終わる。

第１７条　本会の経費は入会金、寄付金等をもってこれに充て

る。ただし会報の発行については、会報購読料を徴

収してこれに充てる。

第１８条　本会の入会金は３，０００円とする。

第１９条　本会の基本資産は、総会の承認をえずに消費し、ま

た担保に共してはならない。

第７章　会則の変更

第２０条　本会則は理事会の承認を経て、総会の議決をえれば

改正することができる。

第８章　補　　　　則

第２１条　本会則は平成６年４月１日に改正し、即日これを施行す

る。

。

。



２０００年１２月  　　　漆和紙（うるわし）がDESIGN　WAVE　FUKUI　大賞を受賞

２００２年１０月　　    ＩＰＥＣ２００２に出展し奨励賞を受賞

２０１６年２月１５日　  第１回三井ゴールデン匠賞大賞を受賞

特　別　講　演

講師紹介

【受賞歴】

１９６２年４月２２日　越前市不老町に生まれる

１９７３年８月 　  　健康作文コンクール全国入選副賞でヨーロッパ旅行

１９７８年４月　　　  武生高校入学

１９８２年４月　　　  成城大学経済学部入学

１９８６年４月　　　  小津産業株式会社入社（創業３５０周年の和紙問屋）

１９８８年６月　　　  株式会社杉原商店入社

１９９３年７月　　　  インクジェットプリンター対応和紙『羽二重紙』開発

１９９８年６月　　　  『ちぎって名刺』開発

２０１０年８月　　　  杉原商店社長となる

　　　　　以降講演、セミナーなど和紙の魅力を多方面に発信する活動を続ける

杉　原　吉　直　氏

フラダンスチーム紹介

Kunie Kahea O Na Lani Hula Studio

主催　酒井久仁江　先生
武生高校同窓生メンバー：垣内春代さん（昭和４５年卒業）、斎藤（北川）和美さん（昭和５２年卒業）、
　　　　　　　　　　　  埴（岩佐）ルミさん（昭和５６年卒業）

年齢を重ねる毎に美しく、１００年後の福井に私達のフラを残したい…をモットーに、ダイナミックな古典フラ

から優雅な現代フラまで、３歳から８０代までの約２００人の生徒さんと共に、県内１５ヵ所で楽しくレッスン

させて頂いてます。

２０１７年、Hawaiiloa神戸大会にてグレイシャス部門（５０代女性）にて優勝

今年はスタジオ創立１０周年を記念し、６月２４日ハートピア春江にて、ハワイアンバンドを招いての発表会を

開催致します。沢山方のご来場をお待ちしております。

株式会社　杉原商店

〒９１５－０２３５　福井県越前市不老町１７－２

ＴＥＬ：０７７８－４２－００３２

ＦＡＸ：０７７８－４２－０１４４

ギャラリー　第４土曜日のみ営業

－１６－



平成３０年度　武生高等学校同窓会総会実行委員会（昭和５６年卒業）

クラス

委　員

山本　英俊 向田　昌由 服部　聡美
無量小路　美夏代（福岡） 

※順不同　◎はクラス委員長　（　）内は旧姓

１組

水嶋　勝彦 杉谷　貢一 徳田　悦子
内田　美紀（髙原） 橋本　寛輝（三ツ山） 

２組

門　　恵美（阪本） 田中　知子（漆崎） 進士　由紀代（高木）
小泉　朱美（和多田） 山﨑　智子（上坂） 内藤　　修
小西　信一

３組

山本　真司 松澤　忠信 林　　　亨
大瀧　るみ子（鎌谷） 青山　雪子（内田）

４組

宮本　賢司 樫尾　裕史 加藤　洋子（山木）
加納　浩子（小林）

５組

池田　清美 氷見　純子（東山）６組

垣内　邦夫 高橋　　優 丸田　勝彦
無量小路　宗洋

７組

坂井　清隆 宇野　賢治 橋本　敏秀
薮　　裕之

８組

野村　吉範 蔭山　淳夫（田中） 水野　裕美
藤下　美樹（牧井）

９組

青山　　亨 柳沢　博史１０組

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

実 行 委 員 長

副 実 行 委 員 長

総 会 担 当 部 長

学年同窓会担当部長

パーティー担当部長

企 画 担 当 部 長

広告・協賛金担当部長

事 務 局 長

会 計

監 査

吉村　文男（２組）

総会・学年同窓会　担当：萬谷　宏治（７組）

パーティー・企画　担当：田畑　雅人（１組）

広　告・協 賛 金　担当：佐野　慎治（１組）

北畑　一男（７組）

宇野　賢治（８組）

中嶋　　進（３組）

山本　直子（６組）

河野　真一（８組）

宮本　賢司（５組）

橋本　勝利（新谷）（３組）

杉谷　貢一（２組）

－１６－ －１７－



平成３０年度

日　時 平成３０年５月２６日（土）  　午後２時

場　所 ホテルクラウンヒルズ武生

（総会・特別講演　 パーティー・懇親会）

福井県立武生高等学校

平成３０年度
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平成３０年５月２６日

発行責任者
編集責任者
印　　　　　　刷

吉　村　文　男
総会実行委員会事務局
ヒ ラ ノ 印 刷

事　務　局 jimukyoku@buko-dosokai.com


